
区民ニーズの多様化と社会課題の複雑化に対応するため、新しい働き方を生み出す庁舎を目指しています。
自治体に多くみられる縦割りの組織は、部署間の連携が起こりにくく、部署を超え横断的な取り組みを行う上では大きな障害とな
ります。この問題を私たちは建築の力で解決したいという思いから、建物中央に空間を緩やかに繋ぐ「吹抜」を設け、庁舎全体での
一体感創出や偶発的な出会いとコミュニケーションの活性化を図ります。

北区新庁舎新築基本設計

断面計画（吹抜）について

P.08

■コンセプトを実現するための「吹抜」について

※計画案は今後の検討により変更の可能性があります。

オフィスコミュニケーションの理想は
移動しやすく、全体が見える
大きな平面

この大きな平面を
敷地に合わせて積み上げると
エリアごとの分断が生まれてしまう

そこに吹抜を設けることで
分断された上下階が繋がって
いるという感覚が生まれ、
一体感を創出

建物中央の緩やかに空間を繋ぐ「吹抜」により、庁舎全
  体で一体感創出や偶発的な出会い、コミュニケーショ
  ンの活性化を加速します。また自然通風や自然採光
にも寄与します。

まちをささえる「ハピネスオフィス」

●企画総務委陳情審査の採決結果 ※「趣旨」は趣旨採択を、「継続」は継続審査の態度を指す。立憲クラブは当日欠席
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建設費が高額に
企画総務委員会で2件の陳情審査
2日の企画総務委員会に北区新庁舎建設に関する2本の陳
情が出され、審査が行われました。いずれも「基本設計中間
のまとめ」にかかわって、建設整備費やライフサイクルコスト
の増大を心配してのもの。建設コスト急騰などの影響で、公
共施設整備は厳しい局面に立たされています。（のの山けん）

中心が吹き抜けとなる新庁舎のイメージ図 区
議
会
に
「
庁
舎
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
新
庁
舎
建
設
の
検
討

が
始
ま
っ
た
の
が
２
０
０
９
年

度
、
現
在
は
よ
う
や
く
設
計
の

段
階
ま
で
来
て
い
ま
す
。

6
月
に
発
表
さ
れ
た
「
基

本
設
計
中
間
の
ま
と
め
」
で

は
、
建
設
整
備
費
の
見
込
み

が
当
初
の
約
１
・
７
倍
と
な
る

５
３
５
億
円
に
。
こ
の
間
の
建

築
資
材
や
労
務
費
の
高
騰
な

ど
、
建
設
コ
ス
ト
の
増
大
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

区
民
か
ら
の
陳
情
の
一
つ
は

延
べ
面
積
を
見
直
し
て
建
物
の

を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
、
い
ず
れ
も
現
在
の
建
設
費

が
「
区
民
に
と
っ
て
受
け
入
れ

ら
れ
る
水
準
を
大
き
く
超
え
て

い
」
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

審
査
で
日
本
共
産
党
は
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計
の
過
程
に

お
い
て
さ
ら
な
る
整
備
費
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
求
め
ま
し
た
。

結
果
は
２
つ
の
陳
情
と
も

「
継
続
審
査
」
に
。
相
次
ぐ
入

札
不
調
や
工
期
延
長
な
ど
も
続

い
て
お
り
、
公
共
施
設
整
備
に

は
、
今
後
と
も
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

陳情 共産 公明 新時代 維新 自民 ミカタ 結果

規模縮小の設計変更を求める件 趣旨 継続 継続 趣旨 不採択 趣旨 継続

ライフサイクルコスト開示を求める件 採択 継続 継続 趣旨 継続 継続 継続

規
模
を
縮
小
す
る
こ
と

で
建
設
工
事
費
を
抑
制

し
、
区
民
負
担
を
軽
減

す
る
計
画
へ
の
修
正
を

求
め
る
も
の
、
い
ま
一

つ
は
、
基
本
設
計
完
了

時
点
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
を
開
示
し
、

そ
れ
を
も
と
に
区
の
財

政
や
区
民
へ
の
将
来
負

担
に
つ
い
て
責
任
説
明

基本計画時
2023 年 3 月

建設コスト
の上昇

様々なコストダウン
項目を採用し

50 億円の削減

基本設計途中
2025 年 3 月

現在
2025 年 6 月

新庁舎建設整備費の推移
（「基本設計中間のまとめ」より）

315
億円

585
億円 535

億円

新庁舎
整備
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１．公民連携に取り組む背景 

デジタル化や子育て環境、超高齢社会、気候変動など、区を取り巻く環境の変化は大きく、かつ

時代の流れは早い動きを見せています。 

また、北区基本計画 2024 においては、「民間事業者をはじめ、多様な主体との連携により、公と

民のそれぞれが持つ強みを活かした公共サービスの提供を実現するとともに、新たな手法や仕組

みを取り入れながら、公民連携の推進を図ります。」としています。 

今後、さらに複雑で多様化する社会課題等を解決し、区民が豊かさを感じるくらしを実現するた

めには、民間事業者等と連携した取り組みを行っていくことが必要です。 

（１） 北 区の公 民 連携 が目 指すもの 

区では公民連携を推進することで、区民サービスの多様化と質の向上を図り、地域の価値向上

を通じて区民が豊かさを感じるくらしの実現を目指すとともに、職員の公民連携の機運醸成やセク

ション間の連携を促進します。 

北区が目指す姿は以下のとおりです。 

・ 区民がくらしの豊かさを感じられる取り組みを公民連携で実施している。 

・ 区における公民連携の基本的なルールやプロセスが体系化されるとともに、先行事例やノウハ
ウが蓄積されることで、効率的・効果的・継続的な公民連携の取り組みが進められている。 

・ 区と民間事業者等が対話により相互理解に努め、区民ニーズや社会課題等に対し、民間事業
者等から積極的な提案がなされている。 

・ 区と民間事業者等がそれぞれの役割や責任を果たすことにより、公民連携の取り組みが進め
られている。 

・ 公民連携により、区民のシビックプライドの醸成につながっている。 

・ 北区というフィールドを活用して、民間事業者等も公民連携による事業を進められている。 

 

 

 

 

 

北区が来年度策定をめざす

山
田
区
長
が
7
つ
の
主
要

政
策
の
第
一
に
掲
げ
る
「
区

民
サ
ー
ビ
ス
Ｎ
ｏ
1
の
行
財

政
改
革
」。そ
の
土
台
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
昨
年
改
定
さ

れ
た
「
経
営
改
革
プ
ラ
ン

２
０
２
４
」
で
す
。

国
は
、１
９
９
７
年
に「
地

方
行
革
指
針
」
を
策
定
し
て

自
治
体
の
「
営
利
企
業
」
化

を
進
め
、
05
年
に
は
「
新
地

方
行
革
指
針
」
を
策
定
し
て

職
員
定
数
の
大
幅
削
減
と

民
間
委
託
の
促
進
と
い
う
政

策
を
自
治
体
に
押
し
付
け
て

き
ま
し
た
。
北
区
の
経
営
改

革
路
線
は
こ
れ
と
軌
を
一
に

し
た
も
の
で
、
職
員
の
削
減

や
非
正
規
へ
の
置
き
か
え
、

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み

出
す
外
部
化
、
受
益
者
負
担

の
強
化
な
ど
が
推
し
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

新
自
由
主
義
の
「
行
革
」

路
線
か
ら
、
住
民
の
福
祉
増

進
を
目
的
と
す
る
真
に
住
民

公民連携推進条例とは？
北区は、来年度に「（仮称）北区公民連携推進
条例」の策定を予定しています。現在「基本的な
考え方（案）」と「ガイドライン（案）」がパブリッ
クコメントにて意見募集中です（1/15まで）。

る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
民
間

企
業
の
考
え
方
を
受
け
入
れ

て
い
く
べ
き
だ
」
と
の
意
見

も
出
て
い
る
が
、
行
政
に
は

利
益
を
追
求
す
る
民
間
企

業
と
は
違
い
、
住
民
の
福
祉

向
上
に
資
す
る
と
い
う
重
要

な
役
割
が
あ
る
。
条
例
に
、

区
が
公
と
し
て
果
た
す
役
割

の
堅
持
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
条
例
（
案
）
で
は
、

民
間
事
業
者
等
が

公
民
連
携
事
業
に
参
加
す
る

際
に
は
、
そ
の
公
共
性
を
理

解
し
、
継
続
的
な
事
業
運

営
を
図
る
こ
と
を
民
間
事
業

者
等
の
責
務
と
し
て
規
定
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
行
政

と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
つ
つ
、
民
間
事
業

者
等
の
知
見
を
適
切
に
活
か

せ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
で

行
政
が
果
た
す
役
割
を
堅
持

し
、
よ
り
効
果
的
な
公
民
連

携
を
実
現
し
て
い
く
。

本
位
の
行
財
政
改
革
へ
と
転

換
す
る
こ
と
を
求
め
、
第
4

回
定
例
会
代
表
質
問
で
公

民
連
携
推
進
条
例
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の

要
旨
で
す
。（
の
の
山
け
ん
）

Ｑ
今
回
制
定
す
る
公

民
連
携
推
進
条
例

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

Ａ
条
例
の
目
的
は
、

区
民
が
豊
か
さ
を

感
じ
る
暮
ら
し
の
実
現
を
目

指
し
、
区
と
民
間
事
業
者
等

が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮

し
、
区
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
地
域
の
価
値

を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。

公
民
連
携
に
よ
り
、
民
間

事
業
者
等
が
も
つ
知
識
や
技

術
、
資
金
力
を
結
集
す
る
こ

と
に
よ
り
迅
速
で
柔
軟
な
対

応
を
可
能
と
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
地
域
の
活
性

化
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ
条
例
の
一
つ
の
大
き

な
柱
が
民
間
提
案

制
度
だ
が
、「
民
間
企
業
が

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
代
替
す
る

際
に
、
特
定
企
業
の
利
益
に

し
か
な
っ
て
い
な
い
の
で
は

と
の
指
摘
を
受
け
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
」
と
の
意
見
が

出
て
い
る
。
特
定
の
企
業
を

優
遇
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
審
査
の
公
平
性
を
ど

う
担
保
す
る
の
か
。

Ａ
提
案
内
容
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、

外
部
有
識
者
を
含
め
た
審

査
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に

選
定
を
行
う
。

ま
た
、
透
明
性
を
確
保
す

る
た
め
、
評
価
過
程
や
選
定

基
準
を
公
開
す
る
こ
と
で
公

正
性
を
担
保
し
、
公
平
な
審

査
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
「
公
民
連
携
の
た
め

に
は
、
区
の
職
員

が
既
存
の
考
え
に
と
ら
わ
れ

北区公民連携
ガイドライン（案）より


